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地域研究における時空間情報の活用 
 

関野 樹†  原 正一郎†† 
 

地域について様々な分野の視点からその姿を明らかにしようとする地域研究では、時間や空間が多様な情報の接点と

して重要である。ここでは、時間や空間に基づく情報解析ツールや関連する基盤情報の構築状況、および、これらを

用いた地域研究での研究事例について紹介する。 

 

Role of Spatiotemporal Information in Area Studies 
 

TATSUKI SEKINO† SHOICHIRO HARA†† 
 

Spatial and temporal information is important to connect various types of information in area study which attempt to elucidate 
objective area multi-disciplinarily. Analysis tools and basic information based on spatial and temporal information and studies 
conducted using the tools are introduced in this paper. 

 
 

１．地域研究における時空間情報の役割  

地域研究では、対象とする地域の姿を様々な学問分野の

視点から明らかする試みが行われる。それぞれの分野が提

供する情報はその内容だけでなく、表現方法、種類、媒体

などが多様であり、地域研究のように学際的な手法をとる

場合は、それらの情報をどのように連関させるかが課題と

なる。このような状況下で「地域情報学」という考え方が

提唱され、地域研究への情報技術の活用が模索されてきた

[1]。 

 

 

図 1 さまざまな種類の情報の接点となる３つの軸. 扱う

情報はそれぞれの軸に沿って広がりを持っている. 

Figure 1  Three axes to relate various types of information. 

Information has ranges along each axis. 

 

異質な情報同士を連関させる接点として、まず空間があ

げられる（図 1）。京都の気温に関する情報と京都の農作物

に関する情報は京都という空間を接点としてつながり、農
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作物の生育状況に影響する要因として気温を関連付けて考

えることができる。「同じ場所」、「近接する」などの空間的

な位置関係に基づいて情報同士の関係を詳らかにしようと

するのである。このような空間的な位置関係の解析はこれ

まで紙の地図上で行われてきた。それが近年になって地理

情報システム（Geographic Information System: GIS）が普及

し、その在り様も大きく変わりつつある。GIS は多くのデ

ータを速やかにかつ手軽に地図上に表現することを可能に

する。さらに、何度でもそれらのデータを加工しなおして

再利用することも可能になった（図 2）。紙上の作業がコン

ピュータ上での作業になることで、地図を空間情報に基づ

いて試行錯誤を行うためのプラットホームとして使うこと

ができるようになったのである。 

時間情報についても同じである。「同時」、「以前・以後」

などの時間的な関係に基づいて情報同士の関係の可視化や

解析が可能であり、そのための手法として古くから年表や

の時系列グラフ（折れ線グラフなど）が用いられてきた。

これらもコンピュータ上での処理が可能となることで、多

くの情報を速やかにかつ手軽に年表やグラフに処理できる

ようになった。 

時間や空間に基づいて可視化や解析を行うためには、収

集したデータを共通の空間座標系や時間軸に正規化したり、

地名辞書を使って地名などの名称を空間座標に関連付ける

などの操作が行われる。コンピュータ上でデータを扱うこ

との利点を活かしながら時空間情報の可視化や解析を行う

のであれば、大量のデータを効率的に扱うための処理方法

の工夫や電子化された基盤情報も必要である。本稿では、

時空間情報を使って地域研究のような学際的な研究を進め

るために必要な可視化・解析ツールや基盤情報などの構築

状況について紹介するとともに、これらを用いた研究事例

について紹介する。 
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複数の年表から１つの年表を再構成する機能や、利用者が

任意の暦法に基づく時間軸を設定できるなど機能を備えて

おり、地域研究をはじめとする様々な分野で徐々に利用が

広まりつつある 

時間情報についてもデータ作成などに際して基盤情報

が必要であるが、必ずしも十分とは言えない。時間に関す

る基盤情報としては、少なくとも基本年表、時間名辞書、

暦法変換の３つが必要である。空間情報においてベースマ

ップが行政界やランドマーク地図上に示すことにより注目

する地物の相対的な位置関係の理解を助けるように、時間

情報においてもこれに相当する基本年表があれば、注目す

る出来事の時間軸上の相対的な位置関係や背景を知ること

が可能となる。基本年表に含まれる情報としては、平安／

鎌倉／室町といった時代区分や、終戦、リーマンショック

といった主要な出来事などが考えられる。時間名辞書は空

間情報の地名辞書に相当するものである。地名辞書を使う

ことにより緯度経度を意識せずに地名だけで地図上へのデ

ータ表示や検索が可能であるのと同様に、時間情報につい

て時間辞書（イベント名辞書）があれば具体的な日時を意

識することなく終戦（1945-08-15）、リーマンショック

（2008-09-15）といった出来事をその名称で扱うことが可

能になる。さらに時間範囲も利用できれば、戦後

（>1945-08-15）、バブル景気(1987-1990 頃)といった時間範

囲の名称を解析や検索に利用することも可能になる。暦法

変換は空間情報の測地系の変換に相当するもので、地域ご

との暦法の違いを吸収し、同じ時間軸上で情報を扱うこと

が容易になる。暦法変換については大阪国際大学の桶谷猪

久夫教授による和西中暦変換システム[10]などの一部の実

験的なサービスが利用可能であるが、地域研究に必要とな

る複数の地域をまたぐような時間基盤情報については十分

には整備されておらず、研究開発が進められているところ

である。 

 

３．時空間情報の活用事例 

コンピュータ上で時間や空間に基づいた可視化や解析

する環境が整ってきたことに伴って、地域研究でも時空間

情報を使った研究が徐々に増えつつある。ここでは、

HuMap や HuTime を活用した研究事例の概要を中心に紹介

する。なお、詳細についてはそれぞれの参考文献をご参照

いただきたい。 

 

（１）保健衛生 

タイ東北部での保健衛生の調査に HuMap を用いた例で、

筆者の原を含む研究グループが進めている（図 9）。村全体

の保健衛生の状況を把握するために、村内の全戸について

家族構成などの情報や家屋の写真を GPS により測定され

た緯度経度に基づいて地図上にマッピングし、条件ごとに

家の分布が解析できるようにしている。 

 

 

図 9 タイ東北部での保健衛生調査における

HuMap の活用. 

Figure 9  Health survey in the northeast Thailand 

using HuMap. 

 

（２）中世・近世海域アジア交流史 

京都大学の柴山守教授により進められている研究事例

で[11] [12]、複数の歴史史料（歴代宝案、唐船輸出入品記

録数量一覧、長崎の唐人貿易）を用い、HuTime を使って

中世から近世にかけての東南アジアと日本の間の交易の実

態を読み解いたものである。それぞれの史料に記載された

情報を時間軸に沿って並べることにより、どのような品目

がどのように日本に運ばれてきたのか、また、各国の政治

情勢の変化により交易がどのような影響を受けたのかなど

を明らかしている。 

 

 
図 10 HuTime に表示された明、琉球を経由した 

暹羅と日本の間の交易[12]. 

Figure 10 Trades between Japan and Siamese kingdom 

through Ming and Ryukyu shown in HuTime [12]. 

 

（３）資料収集・整理への活用 

総合地球環境学研究所の研究プロジェクト「熱帯アジア

の環境変化と感染症」[13] において、中国の住血吸虫症に

関する資料を収集する際に HuTime が利用されている[14] 

[15]。集めた資料がカバーする範囲を HuTime 上で可視化す

ることにより、調査の初動段階で資料の全体像を速やかに
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行うような研究は依然としてあまり多くはない。その原因

の１つとして、フィールドワークを中心とする研究現場で

のデータ収集とコンピュータによる作業との間に大きなギ

ャップが存在することがあげられる。つまり、地域研究の

研究現場で収集される情報は、聞き取りのメモや録音、手

書きの図表などさまざまであり、必ずしもコンピュータ上

で扱いやすものばかりでない。 

ソフトウェアの使い方や解析方法についての多くの解

説書は存在するものの、それらはすでに電子化されたデー

タがすでに手元にあることが前提であるものが多い。現場

のデータをいかにしてコンピュータで扱える形に直すのか、

もしくはコンピュータで処理することを前提にした場合、

フィールドワークを含む研究現場でどのような工夫が可能

なのかといった知識やノウハウを共有し、再利用する仕組

みを作ることで、地域研究と情報科学の間の隔たりを埋め

ることが可能になると思われえる。これは地域研究だけで

なく、人文科学全般にも関係にもあてはまることであろう。 
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